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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貨幣を処理する貨幣処理装置において、
　取引が行われる度に当該取引の内容を第一情報として印刷する印刷部を備え、
　前記取引の内容が記憶部で記憶され、取引が終了した後の所定のタイミングで、前記記
憶部で記憶された前記取引の内容に基づいた情報が第二情報として前記印刷部により印刷
され、
　前記第一情報が印刷される際のフォーマットと、前記第二情報が印刷される際のフォー
マットとは同一であり、
　前記第二情報の内容は、前記第一情報の内容を含み、
　前記第二情報は、複数の取引内容が一枚の紙に印刷され、各取引を区別できるよう印刷
され、
　前記第二情報が印刷される際のフォーマットには、前記第二情報が印刷されていること
を示す情報が含まれる
　ことを特徴とする貨幣処理装置。
【請求項２】
　前記第二情報が印刷された取引は、印刷済みであることが前記記憶部で記憶され、
　印刷指示が入力されると、未だ印刷されていない取引に対して前記第二情報が印刷され
ることを特徴とする請求項１に記載の貨幣処理装置。
【請求項３】
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　対象期間が指定されると、当該対象期間内の取引に対する第二情報が印刷されることを
特徴とする請求項１又は２に記載の貨幣処理装置。
【請求項４】
　前記記憶部に記憶された前記取引の内容は検索可能となり、
　検索結果として示された取引又は検索結果から選択された取引に対する第二情報が印刷
されることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の貨幣処理装置。
【請求項５】
　検索は、取引日時、取引番号、取引金額、処理内容、担当者及び貨幣処理装置の識別記
番号のいずれか１つ以上を用いて行われることを特徴とする請求項４に記載の貨幣処理装
置。
【請求項６】
　貨幣処理装置と、
　前記貨幣処理装置で取引が行われる度に、当該取引の内容を第一情報として印刷する印
刷装置と、
　を備え、
　前記貨幣処理装置で行われた取引の内容が記憶部で記憶され、取引が終了した後の所定
のタイミングで、前記記憶部で記憶された前記取引の内容に基づいた情報が第二情報とし
て前記印刷装置により印刷され、
　前記第一情報が印刷される際のフォーマットと、前記第二情報が印刷される際のフォー
マットとは同一であり、
　前記第二情報の内容は、前記第一情報の内容を含み、
　前記第二情報は、複数の取引内容が一枚の紙に印刷され、各取引を区別できるよう印刷
され、
　前記第二情報が印刷される際のフォーマットには、前記第二情報が印刷されていること
を示す情報が含まれる
　ことを特徴とする貨幣処理システム。
【請求項７】
　貨幣処理装置を用いた処理方法であって、
　記憶部で取引の内容を記憶するステップと、
　前記貨幣処理装置で取引が行われる度に、当該取引の内容を第一情報として印刷部又は
印刷装置によって印刷するステップと、
　取引が終了した後の所定のタイミングで、前記記憶部で記憶された前記取引の内容に基
づいた情報を第二情報として印刷部又は印刷装置によって印刷するステップとを含み、
　前記第一情報が印刷される際のフォーマットと、前記第二情報が印刷される際のフォー
マットとは同一であり、
　前記第二情報の内容は、前記第一情報の内容を含み、
　前記第二情報は、複数の取引内容が一枚の紙に印刷され、各取引を区別できるよう印刷
され、
　前記第二情報が印刷される際のフォーマットには、前記第二情報が印刷されていること
を示す情報が含まれる
　ことを特徴とする処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は貨幣を処理する貨幣処理装置及び貨幣処理システムと、処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、金融機関の窓口の後方等に設置され、取引指示に基づいて、貨幣を入金した
り、所定金額又は所定金種別枚数の貨幣を出金したりする貨幣入出金装置等の貨幣処理装
置が知られている（例えば特許文献１等を参照）。
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【０００３】
　また、このような貨幣処理装置はプリンタ等の印刷部も有していることがある。このよ
うな印刷部としては、特許文献２に示されるように、内蔵した２つのロール紙に対し、印
刷を実現する２つの印刷機構を備えているものが知られている。特許文献２に開示された
印刷部では、一方のロール紙の紙端は、印刷後にレシートとして操作者に渡され、他方の
ロール紙は、印刷後に内蔵のスプールに巻き取られて記録保存用ジャーナルとして保持さ
れることとなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４０５０８８８号
【特許文献２】特許第３３３４７０４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献２で示されるように２つの印刷機構を内蔵する印刷部では、１
つの印刷機構しか有さない印刷部と比較してコストが高くなるうえ、比較的大きな設置ス
ペースが必要となる。
【０００６】
　この点、１つの印刷機構しか有さない印刷部を用いて、取引毎に２枚のレシートを印刷
し、１枚を操作者に渡し、残りの１枚を保管に用いることも考えられる。しかしながら、
このような場合では、取引の度に２枚のレシートを印刷する必要があることから手間がか
かるうえ、保管用のレシートの管理も面倒である。
【０００７】
　本発明は、このような点を鑑みてなされたものであり、低いコストで、保存用の情報を
手間なく管理することができる貨幣処理装置及び貨幣処理システムと、処理方法を提供す
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明による貨幣処理装置は、
　貨幣を処理する貨幣処理装置であって、
　取引が行われる度に当該取引の内容を第一情報として印刷する印刷部を備え、
　前記取引の内容が記憶部で記憶され、取引が終了した後の所定のタイミングで、前記記
憶部で記憶された前記取引の内容に基づいた情報が第二情報として前記印刷部により印刷
され、
　前記第一情報が印刷される際のフォーマットと、前記第二情報が印刷される際のフォー
マットとは同一であり、
　前記第二情報の内容は、前記第一情報の内容を含み、
　前記第二情報は、複数の取引内容が一枚の紙に印刷され、各取引を区別できるよう印刷
され、
　前記第二情報が印刷される際のフォーマットには、前記第二情報が印刷されていること
を示す情報が含まれる。
【００１１】
　本発明による貨幣処理装置において、
　前記第二情報が印刷された取引は、印刷済みであることが前記記憶部で記憶され、
　印刷指示が入力されると、未だ印刷されていない取引に対して前記第二情報が印刷され
てもよい。
【００１２】
　本発明による貨幣処理装置において、
　対象期間が指定されると、当該対象期間内の取引に対する第二情報が印刷されてもよい
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。
【００１３】
　本発明による貨幣処理装置において、
　前記記憶部に記憶された前記取引の内容は検索可能となり、
　検索結果として示された取引又は検索結果から選択された取引に対する第二情報が印刷
されてもよい。
【００１４】
　本発明による貨幣処理装置において、
　検索は、取引日時、取引番号、取引金額、処理内容、担当者及び貨幣処理装置の識別記
番号のいずれか１つ以上を用いて行われてもよい。
【００１８】
　本発明による貨幣処理システムは、
　貨幣処理装置と、
　前記貨幣処理装置で取引が行われる度に、当該取引の内容を第一情報として印刷する印
刷装置と、
　を備え、
　前記貨幣処理装置で行われた取引の内容が記憶部で記憶され、取引が終了した後の所定
のタイミングで、前記記憶部で記憶された前記取引の内容に基づいた情報が第二情報とし
て前記印刷装置により印刷され、
　前記第一情報が印刷される際のフォーマットと、前記第二情報が印刷される際のフォー
マットとは同一であり、
　前記第二情報の内容は、前記第一情報の内容を含み、
　前記第二情報は、複数の取引内容が一枚の紙に印刷され、各取引を区別できるよう印刷
され、
　前記第二情報が印刷される際のフォーマットには、前記第二情報が印刷されていること
を示す情報が含まれる。
【００１９】
　本発明による処理方法は、
　貨幣処理装置を用いた処理方法であって、
　記憶部で取引の内容を記憶するステップと、
　前記貨幣処理装置で取引が行われる度に、当該取引の内容を第一情報として印刷部又は
印刷装置によって印刷するステップと、
　取引が終了した後の所定のタイミングで、前記記憶部で記憶された前記取引の内容に基
づいた情報を第二情報として印刷部又は印刷装置によって印刷するステップとを含み、
　前記第一情報が印刷される際のフォーマットと、前記第二情報が印刷される際のフォー
マットとは同一であり、
　前記第二情報の内容は、前記第一情報の内容を含み、
　前記第二情報は、複数の取引内容が一枚の紙に印刷され、各取引を区別できるよう印刷
され、
　前記第二情報が印刷される際のフォーマットには、前記第二情報が印刷されていること
を示す情報が含まれる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、低いコストで、保存用の情報を手間なく管理することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１（ａ）は、本発明の実施の形態による貨幣処理システムで入金処理を行った
際の態様を説明するための概略図であり、図１（ｂ）は、本発明の実施の形態による貨幣
処理システムで出金処理を行った際の態様を説明するための概略図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態で用いられうる貨幣処理装置の斜視図である。
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【図３】図３は、本発明の実施の形態による貨幣処理システムの制御ブロック図である。
【図４】図４（ａ）は、本発明の実施の形態で第一情報が印刷された印刷物の一例であり
、図４（ｂ）は、本発明の実施の形態で第二情報が印刷された印刷物の第一の例である。
【図５】図５（ａ）は、本発明の実施の形態で第二情報が印刷された印刷物の第二の例で
あり、図５（ｂ）は、本発明の実施の形態で第二情報が印刷された印刷物の第三の例であ
る。
【図６】図６（ａ）は、本発明の実施の形態で第二情報が印刷された印刷物の第四の例で
あり、図６（ｂ）は、本発明の実施の形態で第二情報が印刷された印刷物の第五の例であ
る。
【図７】図７は、本発明の実施の形態で第二情報が印刷された印刷物の第六の例である。
【図８】図８は、本発明の実施の形態で用いられうる別の貨幣処理装置の正面図である。
【図９】図９は、本発明の実施の形態で用いられうるさらに別の貨幣処理装置の斜視図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
実施の形態
《構成》
　以下、本発明に係る貨幣処理装置、貨幣処理システム及び処理方法の実施の形態につい
て、図面を参照して説明する。ここで、図１乃至図９は本発明の実施の形態を説明するた
めの図である。なお、本実施の形態では貨幣処理装置１００として、貨幣入出金機を用い
て説明するが、これはあくまでも一例であり、貨幣入金機、貨幣出金機、貨幣両替機等の
様々な貨幣処理装置１００を用いることができる点には留意が必要である。ところで、本
願において「貨幣」とは、硬貨、紙幣、又は、硬貨及び紙幣の両方のことを意味する。
【００２３】
［貨幣処理システムの構成］
　まず、貨幣処理システムの構成について説明する。
【００２４】
　図１（ａ）（ｂ）に示すように、貨幣処理システムは、郵便局や銀行等の金融機関の従
業員が作業を行う作業領域に設けられ、窓口担当者から手渡された貨幣を入金したり、窓
口担当者に手渡すための貨幣を出金したりする１つ又は複数の貨幣処理装置１００を備え
ている。なお、貨幣処理システムは、このような貨幣処理装置１００の他に、例えば顧客
と対面する窓口に設けられ、顧客から受け取った現金を計数するための１つ又は複数の貨
幣計数機を備えていてもよい。図１（ａ）（ｂ）に示すように、顧客が記入した伝票と後
述する第一情報が印刷された印刷物は金融機関の従業員によって保管部３００内に収納さ
れて管理されることになる。なお、本実施の形態では、このように第一情報が印刷された
印刷物が保管部３００内に収納されて管理される態様を用いて説明するが、これに限られ
ることはなく、第一情報が印刷された印刷物を顧客に手渡すような運用となっていてもよ
い。なお、顧客が記入した伝票と第一情報が印刷された印刷物とは紐付けられてもよく、
例えばこれらの画像データが取られて後述する装置記憶部８０や外部記憶部２８０等で記
憶されてもよい。
【００２５】
　図２に示すように、貨幣処理装置１００は、後述する装置記憶部８０で記憶されている
情報、後述する装置表示部７２で表示される情報等の様々な情報を印刷するためのプリン
タ等からなる装置印刷部７６（特許請求の範囲の「印刷部」に含まれている。）を有して
いる。そして、この装置印刷部７６は、貨幣処理装置１００で入金処理、出金処理等の取
引が行われる度に、当該取引の内容を第一情報として印刷するようになっている。図２で
は、小型の装置印刷部７６を示しているが、これに限られることはなく、装置印刷部は複
合機や大型のプリンタ等であってもよい。本実施の形態では、このような複合機やプリン
タも貨幣処理装置１００を構成するものとして説明する。また、装置印刷部７６は、ジャ
ーナルのようなものだけでなく、通帳に対して印刷できるようになってもよい。
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【００２６】
［貨幣処理装置１００の構成］
　次に、貨幣処理装置１００の構成について説明する。
【００２７】
　図２に示すように、貨幣処理装置１００は、紙幣を処理する紙幣処理装置３０と、硬貨
を処理する硬貨処理装置６０とを備えている。紙幣処理装置３０は、結束された所定枚数
（例えば１００枚）毎の束紙幣を処理する束紙幣処理部１０と、１枚ずつのバラ紙幣を処
理するバラ紙幣処理部２０と、を有している。硬貨処理装置６０は、所定枚数（例えば５
０枚）毎に包装された包装硬貨を出金処理する包装硬貨出金装置４０と、バラ硬貨を処理
するバラ硬貨処理装置５０と、を有している。
【００２８】
　なお、紙幣処理装置３０は、新券を出金する新券出金部、紙幣を両替する紙幣両替部を
有してもよい。また、貨幣処理装置１００は、小切手を自動読み取りし、交換所別に自動
振り分けする小切手入金装置を有してもよい。また、貨幣処理装置１００は、貨幣を収納
保管するとともに、自動で精査処理を行うことができる自動精査現金保管装置を有しても
よい。
【００２９】
　束紙幣処理部１０は、束紙幣を出金するための束紙幣出金部１１、束紙幣を機外へ放出
さるための機外放出部１２と、を有している。また、バラ紙幣処理部２０は、バラ紙幣を
入金するためのバラ紙幣受入部２１と、バラ紙幣を出金するためのバラ紙幣出金部２２と
、を有している。
【００３０】
　包装硬貨出金装置４０は、包装硬貨を出金する包装硬貨出金部４２を有している。また
、バラ硬貨処理装置５０は、バラ硬貨を受入れるバラ硬貨受入部５１と、バラ硬貨を出金
するためのバラ硬貨出金部５６とを有している。
【００３１】
　また、包装硬貨出金装置４０の上部に上述した装置印刷部７６が設けられている。また
、バラ硬貨処理装置５０の上部には、操作者に対して案内やデータ等を表示する装置表示
部７２と、ＩＣカードや磁気カード等のＩＤカードを読み取り、操作者情報読取部として
機能するカードリーダ７３と、現金以外の手形等を投入する現外ポスト７４とが設けられ
ている。また、包装硬貨出金装置４０及びバラ硬貨処理装置５０の上部には、操作者が操
作する装置操作部７５が設けられている。なお、本実施の形態では操作者情報読取部とし
てカードリーダ７３を用いて説明するが、これは一例に過ぎず、操作者情報読取部として
は指紋認証及び網膜認証等の生体認証部を利用してもよいし、装置操作部７５からＩＤ番
号及びパスワードが入力されるようにしてもよい（この場合には、装置操作部７５が操作
者情報読取部として機能することになる。）。また、本実施の形態では、装置操作部７５
と装置表示部７２とが別体となっているが、これらが一体となり、タッチパネル等からな
る操作表示部が用いられてもよい。
【００３２】
　図３に示すように、貨幣処理装置１００は、貨幣処理装置１００の全体を制御する全体
制御部１０５と、束紙幣処理部１０の制御を行う束紙幣制御部１５と、バラ紙幣処理部２
０の制御を行うバラ紙幣制御部２５と、包装硬貨出金装置４０の制御を行う包装硬貨制御
部４５と、バラ硬貨処理装置５０の制御を行うバラ硬貨制御部５５と、を有している。そ
して、全体制御部１０５には、これら束紙幣制御部１５、バラ紙幣制御部２５、包装硬貨
制御部４５及びバラ硬貨制御部５５が接続されている。そして、全体制御部１０５から束
紙幣制御部１５、バラ紙幣制御部２５、包装硬貨制御部４５及びバラ硬貨制御部５５に対
して指令が送られたり情報が送られたりする。逆に、束紙幣制御部１５、バラ紙幣制御部
２５、包装硬貨制御部４５及びバラ硬貨制御部５５から全体制御部１０５に対して指令が
送られたり情報が送られたりもする。ちなみに、本実施の形態における「接続」には、有
線だけではなく無線で接続されている態様も含まれている。そして、束紙幣制御部１５等
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の各制御部１５，２５，４５，５５には、貨幣を繰り出したり搬送したりする各処理手段
が接続され、各処理手段は対応する制御部１５，２５，４５，５５によって制御される。
【００３３】
　また、全体制御部１０５には、様々な情報を記憶する装置記憶部８０（特許請求の範囲
の「記憶部」に含まれている。）が接続されており、全体制御部１０５は装置記憶部８０
から情報を読み出したり装置記憶部８０に情報を記録したりする。また、全体制御部１０
５には、装置表示部７２、装置操作部７５、装置印刷部７６、カードリーダ７３等も接続
されている。そして、全体制御部１０５から装置表示部７２、装置操作部７５、装置印刷
部７６及びカードリーダ７３に指令が送られたり情報が送られたりする。逆に、装置表示
部７２、装置操作部７５、装置印刷部７６及びカードリーダ７３から全体制御部１０５に
対して指令が送られたり情報が送られたりもする。なお、本実施の形態では、一例として
、装置記憶部８０、装置表示部７２、装置操作部７５、装置印刷部７６及びカードリーダ
７３に対する制御を全体制御部１０５が行うものとして説明する。
【００３４】
　上述したように、装置印刷部７６は、貨幣処理装置１００で取引が行われる度に、当該
取引の内容を第一情報として印刷するようになっている。また、貨幣処理装置１００で行
われた取引の内容は装置記憶部８０で記憶される。そして、取引が終了した後の所定のタ
イミングで、装置記憶部８０で記憶された取引の内容に基づいた情報を第二情報として印
刷できるようになっている。第二情報は一枚の紙に複数の取引内容が印刷されるようにな
っていてもよく、この場合には、各取引の間にミシン目等が入れられて互いに区別できる
ようになっていてもよい（図４（ｂ）、図５（ａ）（ｂ）及び図６（ａ）（ｂ）参照）。
なお、第二情報を印刷する際にも、第一情報を印刷する際と同様、取引毎に別々の紙に印
刷されるようになっていてもよい。
【００３５】
　上述した第二情報は装置印刷部７６で印刷されてもよい。また、貨幣処理装置１００と
通信可能となり、貨幣処理装置１００とは異なる外部装置２００が設けられており、この
外部装置２００に接続された印刷装置２５０によって、貨幣処理装置１００から出力され
た第二情報が印刷されてもよい（図３参照）。外部装置２００の一例としては、貨幣処理
装置１００を管理する管理装置や金融機関の本社に設置された管理装置であり、印刷装置
２５０の一例としては、当該管理装置に接続された複合機、プリンタ等である。
【００３６】
　また、第二情報が印刷された取引に対しては、印刷済みであることが装置記憶部８０で
記憶されてもよい。そして、第二情報が装置印刷部７６で印刷される場合には、装置操作
部７５から印刷指示が入力されると、未だ印刷されていない取引に対する第二情報が装置
印刷部７６で印刷されてもよい。また、第二情報が印刷装置２５０によって印刷される場
合には、外部装置２００の外部操作部２３０（図３参照）から印刷指示が入力されると、
未だ印刷されていない取引に対する第二情報が印刷装置２５０で印刷されてもよい。ちな
みに、印刷済みの取引の第二情報であっても再度印刷されるようになっていてもよい。こ
の場合には、印刷済みの取引の第二情報を印刷しようとしたときには既に印刷済みである
ことが装置表示部７２で表示されて、注意を促すようになっていてもよい。
【００３７】
　また、対象期間が指定されると、当該対象期間内の取引に対する第二情報を印刷するよ
うにしてもよい。この第二情報の印刷は、装置印刷部７６で行われてもよいし印刷装置２
５０で行われてもよい。また、対象期間としては任意に設定することができ、年月日だけ
に留まらず時分秒まで区切って設定することができてもよい。
【００３８】
　また、装置記憶部８０に記憶された取引の内容は検索可能となっていてもよい。そして
、検索結果として示された取引又は検索結果として示された複数の取引から選択された取
引に対する第二情報を印刷するようにしてもよい。この第二情報の印刷は、やはり、装置
印刷部７６で行われてもよいし印刷装置２５０で行われてもよい。また、一度に印刷され
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る取引は一つである必要はなく、複数の取引であってもよい。検索に使う検索キーとして
は様々なものを挙げることができるが、一例としては、取引日時（取引日だけでもよい。
）、取引番号（通番を含む。）、取引金額、処理内容、担当者（担当者ＩＤ、担当者氏名
等）及び貨幣処理装置１００の識別番号のいずれか１つ以上を用いて検索してもよい。当
然、これらを組み合わせて検索することができてもよい。また、ある程度の範囲で検索で
きてもよく、一例を示すと、取引番号として○○以上や△△以下等を指定できてもよい。
また、取引金額として○○円以上や△△円以下等を指定できてもよい。また、担当者の「
ＩＤ」、「氏名の読み仮名」、「アルファベット表記」として○○以降や△△以前等を指
定できてもよい。なお、処理内容の一例としては、入金処理、出金処理、一部入金処理等
を挙げることができる。なお、本実施の形態では、貨幣処理装置１００を識別する情報と
して識別番号を用いて説明するが、番号と記号とを組み合わせた「識別記番号」を貨幣処
理装置１００を識別する情報として用いてもよい。
【００３９】
　装置記憶部８０で記憶された情報は、定期的に又は所定の指令を受けたタイミングで外
部装置２００に出力されて、外部装置２００の外部記憶部２８０で記憶されてもよい（図
３参照）。また、装置記憶部８０で記憶された情報は、ＵＳＢメモリー等の持ち運び可能
な記録媒体に移されて当該記録媒体で記憶されるようになっていてもよい。
【００４０】
　また、装置記憶部８０で記憶されたある取引の情報は、当該ある取引の第二情報の印刷
が終了した後で消去可能となっていてもよい。仮にある取引の第二情報の印刷が終了して
いないにも関わらず、当該取引の情報を消去する旨の指令が入った場合には、消去できな
いことが装置表示部７２で表示されてもよい。また、装置記憶部８０で記憶されたある取
引の情報は、外部装置２００に出力された後で消去可能となっていてもよい。
【００４１】
　また、装置記憶部８０が例えば一営業日等の短期間の情報を記憶する領域と、１か月、
６か月等の長期間の情報を記憶する領域とを有しており、短期間の情報を記憶する領域で
記憶された取引の情報は、一定の周期で（例えば毎日）長期間の情報を記憶する領域に足
し込まれて記憶され、足し込まれた情報は短期間の情報を記憶する領域から消去されても
よい。
【００４２】
　また、第一情報が印刷される際のフォーマットと、第二情報が印刷される際のフォーマ
ットとは同一となっていてもよい。ここでフォーマットとは、印刷される際のフォントや
情報の配置位置等である。図４（ａ）は第一情報を印刷したジャーナル（印刷物）であり
、図４（ｂ）は第二情報を印刷したジャーナル（印刷物）であるが、両者のフォーマット
は同一のものとなっている。他方、第二情報は、第一情報と全く異なるフォーマットで印
刷されてもよく、例えばリスト形式で印刷されるようになっていてもよい。
【００４３】
　また、第二情報の内容は、第一情報の内容の全てを含んでいてもよいし、第一情報の内
容の一部のみを含んでいてもよい。また、第二情報が印刷される際のフォーマットには、
第二情報が印刷されていることを示す情報が含まれていてもよい。第二情報が印刷されて
いることを示す情報としては、第二情報である旨が直接的に記載されていてもよいし（図
５（ａ）では［保存用］であることが明記されている。）、２枚目以降の印刷である旨が
記載されていてもよい（図５（ｂ）では［２枚目］であることが明記されている。）。な
お、第二情報は、何回でも印刷されるようにしてもよい。この場合には、当該印刷が何回
目の印刷であるかが印字されてもよい（図６（ａ）（ｂ）では［３回目］であることが明
記されている。）。なお、この態様においては、第一情報の印刷を１回目の印刷としても
よいし、第一情報の印刷を１回目の印刷とはせず最初の第二情報の印刷を１回目の印刷と
してもよい。ところで、図４（ｂ）、図５（ａ）（ｂ）及び図６（ａ）（ｂ）に示すよう
に、ミシン目が入れられることで、当該情報が第一情報ではなく第二情報であることを把
握することもできる。
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【００４４】
　第二情報が複数回印刷される場合には、例えば、そのうちの１つを顧客に渡し、別の１
つを金融機関の支店の保存のために用い、さらに別の一つを金融機関の本店の保存のため
に用いてもよい。
【００４５】
　また、第二情報は定期的に印刷されるようになっていてもよく、例えば一営業時間の終
了時点で当日行われた取り引きに関する第二情報が印刷されてもよいし、１週間の間に行
われた取り引きに関する第二情報が印刷されてもよいし、１か月の間に行われた取り引き
に関する第二情報が印刷されてもよい。この第二情報の印刷は、所定の権限を有する者が
貨幣処理装置１００にログインして行ってもよい。また、第二情報が貨幣処理装置１００
以外の外部装置２００に出力されて当該外部装置２００の外部記憶部２８０で記憶されて
いる場合には（図３参照）、当該外部装置２００にログインした後で第二情報を印刷でき
るようになってもよい。この外部装置２００は、貨幣処理装置１００を管理するための管
理装置であってもよいし、本社等の遠隔地に設置された管理装置であってもよい。なお、
定期的に第二情報の印刷を行う場合には、定まった日時や時刻、曜日等において自動で第
二情報の印刷が開始されてもよい。また、印刷を行った担当者が分かるようになっていて
もよく、図６（ｂ）では「印刷担当者」として、印刷を行った担当者のＩＤ及び氏名が示
されている。
【００４６】
　１週間や１か月の間に行われた取り引きの第二情報が印刷される場合には、適度な単位
で別の紙に第二情報が印刷されてもよい。例えば１週間の間に行われた取り引きの第二情
報が印刷される場合には曜日毎に異なる紙に第二情報が印刷されるようにしてもよいし、
１か月の間に行われた取り引きの第二情報が印刷される場合には１週間毎に異なる紙に第
二情報が印刷されるようにしてもよい。
【００４７】
　また、第二情報の印刷は必ずしも定期的に行われなくてもよく、例えば内部監査が入っ
たり外部監査が入ったりした場合のように、特定の要求に応じて印刷が行われてもよい。
このような要求は、所定の権限を有する者から、装置操作部７５や外部操作部２３０を介
して入力されればよい。
【００４８】
　本実施の形態では、第二情報が印刷されることが前提となっているが、第二情報は装置
表示部７２や外部表示部２２０（図３参照）等に表示されるだけであってもよい。このよ
うな態様によっても、バックアップとしての機能を果たすことができるためである。
【００４９】
《方法》
　次に、本実施の形態の貨幣処理装置１００又は貨幣入金システムを用いた処理方法につ
いて説明する。この「方法」においては、「構成」で述べた事項の全てを採用することが
できる。しかしながら、重複する記載となることから、以下では、適宜省略しつつ記載す
る。なお、「方法」で述べた内容で未だ述べていないものについては、全て貨幣処理装置
１００の「構成」で採用することができる。
【００５０】
［入金処理］
　本実施の形態による入金処理方法は、以下のような工程を経る。
【００５１】
　まず、金融機関の窓口の担当者が顧客から貨幣を受けとる（図１（ａ）参照）。この際
、顧客から入金したい貨幣の合計金額又は金種別枚数を記載した入金伝票を窓口の担当者
が受け取ってもよい。
【００５２】
　そして、窓口の担当者は当該貨幣を作業領域に設置された貨幣処理装置１００まで持っ
て行く（図１（ａ）参照）。そして、当該窓口の担当者又は別の担当者が、当該貨幣を貨
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幣処理装置１００の受入部２１，５１から入金する（図２参照）。
【００５３】
　受入部２１，５１で受け入れられた貨幣が識別部（図示せず）で識別計数される。この
ように識別部で識別計数された貨幣は一時保留部（図示せず）に一時的に収納される。そ
して、当該貨幣の合計金額又は金種別枚数が正しいようであれば、装置操作部７５から取
引の承認が入力されて入金処理が終了する。なお、当該貨幣の合計金額又は金種別枚数に
不都合がある場合には装置操作部７５から取引の非承認が入力されて、受入部２１，５１
で受け入れられた貨幣が出金部２２，５６から返却されることになる。
【００５４】
　取引の承認が装置操作部７５から入力されると、当該取引の内容が装置記憶部８０で記
憶される。具体的には、当該取引で入金された貨幣の金種別枚数、貨幣の合計金額、取引
日時（取引日だけでもよい。）、取引番号、担当者ＩＤ、担当者氏名、処理の内容、貨幣
処理装置１００の識別番号等が記憶される（内容記憶工程）。
【００５５】
　また、取引の承認が装置操作部７５から入力されると、当該取引の内容が第一情報とし
て装置印刷部７６で印刷される（第一印刷工程）。この際には、上述した取引の内容と同
様の内容、つまり当該取引で入金された貨幣の金種別枚数、貨幣の合計金額、取引日時、
取引番号、担当者ＩＤ、担当者氏名、処理の内容、貨幣処理装置１００の識別番号等が印
刷されてもよい（図４（ａ）参照）。
【００５６】
　このようにして装置印刷部７６で印刷されたジャーナル等の印刷物は、顧客から手渡さ
れた入金伝票と一緒にされて、保管部３００で保管される（図１（ａ）参照）。
【００５７】
　なお、同様の工程として、外交員が外回りで顧客から預かった預かり金や、外交員が切
手や年賀状等の物品の販売を行って持ち帰った売上金が入金されることもある。この場合
には、上記の入金伝票に代えて預かり票や売上げ控え等が用いられることになる。より具
体的には、以下のような態様になる。
【００５８】
　まず、外交員が顧客から預かった預かり金又は持ち帰った売上金を作業領域に設置され
た貨幣処理装置１００まで持って行く（図１（ａ）参照）。そして、外交員が、当該貨幣
を貨幣処理装置１００の受入部２１，５１から入金する（図２参照）。
【００５９】
　受入部２１，５１で受け入れられた貨幣が識別部（図示せず）で識別計数される。この
ように識別部で識別計数された貨幣は一時保留部（図示せず）に一時的に収納される。そ
して、当該貨幣の合計金額又は金種別枚数が正しいようであれば、装置操作部７５から取
引の承認が入力されて入金処理が終了する。なお、当該貨幣の合計金額又は金種別枚数に
不都合がある場合には装置操作部７５から取引の非承認が入力されて、受入部２１，５１
で受け入れられた貨幣が出金部２２，５６から返却されることになる。
【００６０】
　取引の承認が装置操作部７５から入力されると、当該取引の内容が装置記憶部８０で記
憶される。具体的には、当該取引で入金された貨幣の金種別枚数、貨幣の合計金額、取引
日時（取引日だけでもよい。）、取引番号、担当者（外交員）ＩＤ、担当者（外交員）氏
名、処理の内容、貨幣処理装置１００の識別番号等が記憶される（内容記憶工程）。この
際、入金された貨幣が預かり金であることや売上金であることが（場合によっては何を販
売した結果の売上金であるかが）記憶されてもよい。
【００６１】
　また、取引の承認が装置操作部７５から入力されると、当該取引の内容が第一情報とし
て装置印刷部７６で印刷される（第一印刷工程）。この際には、上述した取引の内容と同
様の内容、つまり当該取引で入金された貨幣の金種別枚数、貨幣の合計金額、取引日時、
取引番号、担当者（外交員）ＩＤ、担当者（外交員）氏名、処理の内容、貨幣処理装置１
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００の識別番号等が印刷されてもよい。なお、入金された貨幣が預かり金であることや売
上金であることが記憶されている場合には、このことが印刷されてもよい。
【００６２】
　このようにして装置印刷部７６で印刷されたジャーナル等の印刷物は、預かり票又は売
上げ控えと一緒にされて、保管部３００で保管される（図１（ａ）参照）。
【００６３】
［出金処理］
　本実施の形態による出金処理方法は、以下のような工程を経る。
【００６４】
　まず、金融機関の窓口の担当者が顧客から出金したい貨幣の合計金額又は金種別枚数を
記載した出金伝票を受け取る（図１（ｂ）参照）。なお、顧客が新札の出金を希望した場
合には、その旨が出金伝票に記載されてもよい。
【００６５】
　そして、窓口の担当者は当該出金伝票を作業領域に設置された貨幣処理装置１００まで
持って行く（図１（ｂ）参照）。そして、当該窓口の担当者又は別の担当者が、当該出金
伝票に記載された合計金額又は金種別枚数からなる貨幣を貨幣処理装置１００から出金す
る。
【００６６】
　この際には、装置操作部７５から貨幣の合計金額又は金種別枚数が入力される。この入
力を受けて、当該合計金額又は金種別枚数からなる貨幣が金種別収納部（図示せず）から
繰り出されて、出金部２２，５６から出金される。金種別収納部から繰り出された貨幣は
、識別部で識別されてもよいし、単純に金種別収納部から繰り出された枚数がカウントさ
れるだけであってもよい。なお、顧客が新札の出金を希望した場合には、その旨が装置操
作部７５から入力されることになる。また、束紙幣や包装硬貨の出金が要求された場合に
は、束紙幣は束紙幣出金部１１から出金され、包装硬貨は包装硬貨出金部４２から出金さ
れる。
【００６７】
　このように貨幣の出金が行われると、当該取引の内容が装置記憶部８０で記憶される。
具体的には、当該取引で出金された貨幣の金種別枚数、貨幣の合計金額、取引日時（取引
日だけでもよい。）、取引番号、担当者ＩＤ、担当者氏名、処理の内容、貨幣処理装置１
００の識別番号等が記憶される（内容記憶工程）。なお、新札を出金した場合には、出金
した新札の金種別枚数又は合計金額が記憶されてもよい。また、束紙幣や包装硬貨を出金
した際にも、出金した束紙幣の金種別束数や包装硬貨の金種別本数が記憶されてもよい。
【００６８】
　また、当該取引の内容が第一情報として装置印刷部７６で印刷される（第一印刷工程）
。この際には、上述した取引の内容と同様の内容、つまり当該取引で出金された貨幣の金
種別枚数、貨幣の合計金額、取引日時、取引番号、担当者ＩＤ、担当者氏名、処理の内容
、貨幣処理装置１００の識別番号等が印刷されてもよい。なお、新札を出金した場合には
、出金した新札の金種別枚数又は合計金額等が印刷されてもよい。また、束紙幣や包装硬
貨を出金した際には、出金した束紙幣の金種別束数や包装硬貨の金種別本数が印刷されて
もよい。
【００６９】
　貨幣処理装置１００から出金された貨幣は窓口の担当者を介して、顧客に手渡される。
また装置印刷部７６で印刷されたジャーナル等の印刷物は、顧客から手渡された出金伝票
と一緒にされて、保管部３００で保管される（図１（ｂ）参照）。
【００７０】
［一部入金処理］
　ちなみに、一部入金処理を行う場合には、以下のような流れになる。この一部入金処理
は、例えば、顧客が印紙、切手等を購入した場合や、単純に顧客が手持ちの現金のうちの
一部のみを入金したい場合に行われる。



(12) JP 6495628 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

【００７１】
　まず、金融機関の窓口の担当者が印紙、切手等を購入するための貨幣や単純に一部入金
するための貨幣を顧客から受けとる（図１（ａ）参照）。
【００７２】
　そして、窓口の担当者は当該貨幣を作業領域に設置された貨幣処理装置１００まで持っ
て行く（図１（ａ）参照）。そして、当該窓口の担当者又は別の担当者が、当該貨幣を貨
幣処理装置１００の受入部２１，５１から入金する。この際、印紙、切手等の代金に対応
する金額又は単純に一部入金するための金額が装置操作部７５から入力される。
【００７３】
　そして、実際に受入部２１，５１で受け入れられた貨幣の合計金額から装置操作部７５
から入力された金額を差し引いた差額分の貨幣が金種別収納部から繰り出されて、出金部
２２，５６から出金される。
【００７４】
　このように貨幣の出金が行われると、当該取引の内容が装置記憶部８０で記憶される。
具体的には、当該取引で入金された貨幣の金種別枚数、当該取引で入金された貨幣の合計
金額、当該取引で出金された貨幣の金種別枚数、当該取引で出金された貨幣の合計金額、
取引日時、取引番号、担当者ＩＤ、担当者氏名、処理の内容、貨幣処理装置１００の識別
番号等が記憶される（内容記憶工程）。なお、印紙や切手等を購入した場合には、購入し
た購入品が記憶されてもよい。また、新札を出金した場合には、出金した新札の金種別枚
数又は合計金額が記憶されてもよい。
【００７５】
　また、当該取引の内容が第一情報として装置印刷部７６で印刷される（第一印刷工程）
。この際には、上述した取引の内容と同様の内容、つまり当該取引で入金された貨幣の金
種別枚数、当該取引で入金された貨幣の合計金額、当該取引で出金された貨幣の合計金額
、当該取引で出金された貨幣の金種別枚数、取引日時、取引番号、担当者ＩＤ、担当者氏
名等が印刷される（図７参照）。なお、印紙や切手等を購入した場合には、購入した購入
品が印刷されてもよい。また、新札を出金した場合には、出金した新札の金種別枚数又は
合計金額等が印刷されてもよい（図７参照）。図７では、５０００円分の印紙、切手等が
購入され、１万円紙幣が貨幣処理装置１００に入金されて、５０００円紙幣が新札で出金
された際の態様を示している。
【００７６】
　貨幣処理装置１００から出金された貨幣は窓口の担当者を介して、印紙、切手等の購入
品とともに顧客に手渡される。また装置印刷部７６で印刷されたジャーナル等の印刷物は
、顧客から手渡された出金伝票と一緒にされて、保管部３００で保管される（図１（ｂ）
参照）。
【００７７】
　本実施の形態では、上述したような入金処理（一部入金処理を含む）、出金処理等の取
引が終了した後の所定のタイミングで、装置記憶部８０で記憶された取引の内容に基づい
た情報が第二情報として印刷されることになる（第二印刷工程）。
【００７８】
　第二印刷工程において、第二情報は装置印刷部７６で印刷されてもよいし、外部装置２
００に接続された印刷装置２５０によって印刷されてもよい。
【００７９】
　また、第二情報が印刷された取引は、印刷済みであることが装置記憶部８０で記憶され
てもよい（既処理記憶工程）。そして、第二印刷工程において、第二情報が装置印刷部７
６で印刷される場合には、装置操作部７５から印刷指示が入力されると、未だ印刷されて
いない取引に対する第二情報が装置印刷部７６で印刷されてもよい。また、第二印刷工程
において、第二情報が印刷装置２５０によって印刷される場合には、外部装置２００の外
部操作部２３０から印刷指示が入力されて、未だ印刷されていない取引に対する第二情報
が印刷装置２５０で印刷されてもよい。



(13) JP 6495628 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

【００８０】
　また、第二印刷工程において、対象期間が指定されると、当該対象期間内の取引に対す
る第二情報を印刷するようにしてもよい。この第二情報の印刷は、装置印刷部７６で行わ
れてもよいし印刷装置２５０で行われてもよい。
【００８１】
　また、装置記憶部８０に記憶された取引の内容は検索可能となっていてもよい。そして
、第二印刷工程において、検索結果として示された取引又は検索結果から選択された取引
に対する第二情報を印刷するようにしてもよい。この第二情報の印刷は、やはり、装置印
刷部７６で行われてもよいし印刷装置２５０で行われてもよい。検索に使う検索キーとし
ては様々なものを挙げることができるが、一例としては、取引日時（取引日だけでもよい
。）、取引番号（通番を含む。）、取引金額、処理内容、担当者（担当者ＩＤ、担当者氏
名等）及び貨幣処理装置１００の識別番号のいずれか１つ以上を用いて検索してもよい。
当然、これらを組み合わせて検索することができてもよく、ある程度の範囲で検索できて
もよい。
【００８２】
　また、第一印刷工程で第一情報が印刷される際のフォーマットと、第二印刷工程で第二
情報が印刷される際のフォーマットとは同一となっていてもよい。また、第二情報の内容
は、第一情報の内容の全てを含んでいてもよいし、第一情報の内容の一部のみを含んでい
てもよい。また、第二印刷工程で第二情報が印刷される際のフォーマットには、第二情報
が印刷されていることを示す情報が含まれていてもよい。
【００８３】
　また、第二印刷工程における第二情報の印刷は定期的に行われてもよい。この第二情報
の印刷は、所定の権限を有する者が貨幣処理装置１００にログインして行ってもよい。ま
た、第二情報が貨幣処理装置１００以外の外部装置２００に出力されて当該外部装置２０
０の外部記憶部２８０で記憶されている場合には、当該外部装置２００にログインするこ
とで第二情報が印刷されてもよい。なお、定期的に第二情報の印刷を行う場合には、定ま
った日時や時刻において自動で第二情報の印刷が開始されてもよい。
【００８４】
　また、第二印刷工程における第二情報の印刷は定期的に行われなくてもよく、例えば内
部監査が入ったり外部監査が入ったりした場合のように、特定の要求に応じて印刷が行わ
れてもよい。
【００８５】
　第二情報は印刷されずに、装置表示部７２や外部表示部２２０等に表示される（表示工
程を行う）だけであってもよい。
【００８６】
《効果》
　次に、上述した構成からなる本実施の形態によって達成される効果であって、まだ述べ
ていない効果又はとりわけ重要な効果について説明する。
【００８７】
　本実施の形態によれば、貨幣処理装置１００で行われた取引の内容が装置記憶部８０で
記憶され、取引が終了した後の所定のタイミングで、装置記憶部８０で記憶された取引の
内容に基づいた情報を第二情報として印刷する。このため、低いコストで、保存用の情報
を手間なく管理することができる。
【００８８】
　この点について説明する。特許文献２で示されるように２つの印刷機構を内蔵する印刷
部では、１つの印刷機構しか有さない印刷部と比較してコストが高くなるうえ、比較的大
きな設置スペースが必要となる。他方、１つの印刷機構しか有さない印刷部を用いて、取
引毎に２枚のレシートを印刷し、１枚を操作者に渡し、残りの１枚を保管に用いることも
考えられる。しかしながら、このような場合では、取引の度に２枚のレシートを印刷する
必要があることから手間がかかるうえ、保管用のレシートの管理も面倒である。ちなみに
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、取引量が多い場合には保管用のレシートを紛失する可能性があるうえ、取扱いが面倒に
なる。他方、取引量が極端に少ない場合にも保管用のレシートの管理は面倒なものになる
。これらに対して、本実施の形態では、貨幣処理装置１００で行われた取引の内容が装置
記憶部８０で記憶され、取引が終了した後の所定のタイミングで、装置記憶部８０で記憶
された取引の内容に基づいた情報を第二情報として印刷する。このため、低いコストで、
保存用の情報を手間なく管理することができる。
【００８９】
　本実施の形態において、第二情報が装置印刷部７６で印刷される場合には（図２参照）
、第一情報を印刷するための装置印刷部７６を用いて第二情報を印刷することができる点
で有益である。
【００９０】
　他方、外部装置２００に接続された印刷装置２５０によって第二情報が印刷される場合
には（図３参照）、印刷装置２５０が設置されている場所であればどこでも印刷すること
ができるので、運用に合わせた対応を柔軟にとることができる。
【００９１】
　また、第二情報が印刷された取引に対して印刷済みであることが装置記憶部８０で記憶
されている場合には、装置操作部７５や外部操作部２３０から印刷指示が入力された場合
に、重複することなく、未だ印刷されていない第二情報に対する印刷を行うことができる
。このため、同じ情報を重複して印刷してしまうことを防止することができる。
【００９２】
　また、対象期間を指定して当該対象期間内の取引に対する第二情報を印刷する態様を採
用した場合には、必要な期間内の取引に対する第二情報を印刷することができる。このた
め、内部監査や外部監査等で確認が必要になった期間の第二情報を印刷物として容易に取
得することができる。なお、対象期間を年月日だけに留まらず時分秒まで区切って設定す
ることができる場合には、より厳密に範囲を区切って第二情報を印刷することができる。
【００９３】
　また、装置記憶部８０に記憶された取引の内容が検索可能となっている態様を採用した
場合には、検索キーを用いて必要な範囲内の第二情報を検索して、印刷することができる
。検索キーとして取引日時を用いることができる場合には、上述したように必要な期間内
の取引に対する第二情報を印刷することができる。このため、内部監査や外部監査等で確
認が必要になった期間の第二情報を印刷物として容易に取得することができる。また、検
索キーとして取引番号を用いることができる場合には、印刷が必要な取引をピンポイント
で検索したり、一定の範囲にある取引を検索したりすることができる。また、検索キーと
して取引金額を用いることができる場合には、検索したい取引金額からなる取引の第二情
報を検索して、印刷することができる。また、検索キーとして処理内容を用いることがで
きる場合には、入金処理、出金処理、一部入金処理等の処理内容で検索対象を絞ることが
できる。また、検索キーとして担当者を用いることができる場合には、担当者のＩＤや氏
名等によって検索対象を絞ることができる。また、検索キーとして貨幣処理装置１００の
識別番号を用いることができる場合には、貨幣処理装置１００の識別番号で検索対象を絞
ることができる。
【００９４】
　また、第一情報が印刷される際のフォーマットと、第二情報が印刷される際のフォーマ
ットとが同一となっている態様を採用した場合には（図４（ａ）（ｂ）参照）、バックア
ップとして、第一情報と全く同一又はほぼ同一の内容からなる第二情報を保存することが
できる点で有益である。
【００９５】
　また、第二情報の内容が第一情報の内容の全てを含んでいる場合には、第一情報のバッ
クアップとして不足のない内容を含むことができる点で有益である。また、第二情報の内
容が第一情報の内容の一部のみを含んでいる場合であっても、当該第二情報に含まれてい
る情報のみでバックアップとしての役割を果たすことができる場合には、不要な情報を取
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り除いたものとすることができる点で有益である。なお、第二情報に含まれるべき情報は
装置操作部７５や外部操作部２３０から入力して選択してもよい。
【００９６】
　また、第二情報が印刷される際のフォーマットには第二情報が印刷されていることを示
す情報が含まれている場合には（図５及び図６参照）、第一情報ではないことを認識する
ことができるので、第一情報が印刷された印刷物と第二情報が印刷された印刷物とを区別
することができる点で有益である。
【００９７】
　また、第二情報を何回でも印刷できる場合には、必要に応じて第二情報を適宜印刷する
ことができる点で有益である。この態様において、当該印刷が何回目の印刷であるかが印
字される場合には（図６参照）、第二情報が何回印刷されたのかを認識することができ、
第二情報の印刷回数を管理することができる。
【００９８】
　また、第二情報が定期的に印刷される場合には、第二情報を所定のタイミングで印刷す
ることができるので、決まった間隔で第一情報のバックアップを作成することができる。
より具体的には、一営業時間の終了時点で当日行われた取り引きに関する第二情報を印刷
する場合には営業日毎にバックアップを作成することができ、１週間の間に行われた取り
引きに関する第二情報を印刷する場合には１週間毎にバックアップを作成することができ
、１か月の間に行われた取り引きに関する第二情報を印刷する場合には１か月毎にバック
アップを作成することができる。
【００９９】
　第二情報が貨幣処理装置１００以外の外部装置２００に出力されて当該外部装置２００
の外部記憶部２８０で記憶されている場合であって、外部装置２００の外部操作部２３０
から入力される指示にしたがって第二情報が印刷される場合には、外部装置２００が設置
された場所で第二情報を印刷することができる。なお、外部装置２００が本社等の管理部
門に設置されている場合には、各支店における取引の内容を集中して管理することができ
る点で有益である。また、このような態様では、検索キーとして、店番号、店名称等を用
いることができるようにしてもよい。この場合には、店毎に情報を抽出して管理すること
ができる点で有益である。
【０１００】
　また、定まった日時や時刻、曜日等において自動で第二情報の印刷が開始される場合に
は、操作者が何かしらの操作を行うことなく予め定まったタイミングで第二情報を印刷す
ることができ、印刷された印刷物を例えば事務的に保管するだけでよい点で有益である。
【０１０１】
　また、第二情報の印刷が特定の要求に応じて行われる場合には、第二情報が必要となっ
たときに印刷を行うことができ、必要以上に印刷物が増えてしまうことを防止することが
できる。
【０１０２】
　なお、原則、第二情報を印刷せず、装置表示部７２や外部表示部２２０等で表示させる
だけの態様を採用した場合には、印刷物が発生することを極力防止することができる。
【０１０３】
　ところで、上述した実施の形態の記載及び図面の開示は、特許請求の範囲に記載された
発明を説明するための一例に過ぎず、上述した実施の形態の記載又は図面の開示によって
特許請求の範囲に記載された発明が限定されることはない。
【０１０４】
　このため、装置操作部７５で行っていた操作を、貨幣処理装置１００以外の管理装置等
の外部装置２００の外部操作部２３０から行ってもよい（図３参照）。また、装置表示部
７２で表示されていた内容が貨幣処理装置１００以外の外部装置２００の外部表示部２２
０で表示されてもよい。また、上記では、貨幣処理装置１００の装置記憶部８０で情報が
記憶されている旨説明してきたが、装置記憶部８０で記憶されていた内容は、貨幣処理装
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外部記憶部２８０も特許請求の範囲の「記憶部」に含まれることになる。
【０１０５】
　また、上記では、全体制御部１０５から装置記憶部８０、装置表示部７２、装置操作部
７５、装置印刷部７６及びカードリーダ７３に指令が送られたり情報が送られ、逆に、装
置記憶部８０、装置表示部７２、装置操作部７５、装置印刷部７６及びカードリーダ７３
から全体制御部１０５に対して指令が送られたり情報が送られると説明したが、これに限
られることはない。例えば、束紙幣制御部１５、バラ紙幣制御部２５、包装硬貨制御部４
５及びバラ硬貨制御部５５のいずれか１つ以上が全体制御部１０５の行っていた制御を行
ってもよい。また、外部装置２００の外部制御部２０５（図３参照）が全体制御部１０５
の行っていた制御を行ってもよい。
【０１０６】
　また、図２に示されたような貨幣処理装置２００を用いる必要はなく、貨幣処理装置２
００の代わりに、入金処理のみを行うことができる貨幣入金機や出金処理のみを行うこと
ができる貨幣出金機を用いることもできる。また、図２に示されたような大型の貨幣処理
装置２００ではなく、図８に示すように比較的小型の貨幣処理装置２００’が用いられて
もよいし、図９に示すようにさらに小型の貨幣処理装置２００”が用いられてもよい。な
お、貨幣処理装置２００’及び貨幣処理装置２００”の各々において、貨幣処理装置２０
０で示された部材に対応する部材には「’」及び「”」を付して示している。
【符号の説明】
【０１０７】
７２　　　　装置表示部
７３　　　　カードリーダ
７５　　　　装置操作部
７６　　　　装置印刷部（印刷部）
８０　　　　装置記憶部（記憶部）
１００　　　貨幣処理装置
１０５　　　全体制御部
２００　　　外部装置
２０５　　　外部制御部
２２０　　　外部表示部
２３０　　　外部操作部
２５０　　　印刷装置
２８０　　　外部記憶部
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